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ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
伊
豆
の

国
市
を
訪
れ
た
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

モ
ン
ゴ
ル
民
族
音
楽
グ

ル
ー
プ
「
フ
ス
グ
ト
ゥ

ン
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、

モ
リ
ン
ホ
ー
ル
奏
者
の

バ
ト
ゾ
リ
グ
さ
ん
に
よ

る
ホ
ー
ミ
ー
と
モ
リ
ン

ホ
ー
ル
の
演
奏
を
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

「伝
統
音
楽

」

ホ
ー
ミ
ー
モ
ン
ゴ
ル
独
特
の
唱
法
）

　
「
ホ
ー
ミ
ー
」
と
は
、
１
人
の
人
間
が
２

つ
の
音
声
を
同
時
に
発
す
る
と
い
う
、
モ

ン
ゴ
ル
独
特
の
歌
唱
法
で
、「
喉
歌
」と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
風
や
川
の
流
れ
な
ど
、

自
然
の
音
を
表
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ミ
ー
が
で
き
る
人
は
モ
ン
ゴ
ル
人
で

も
限
ら
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ミ
ー
発
祥
の
地
で

あ
る
モ
ン
ゴ
ル
西
部
ア
ル
タ
イ
山
脈
周
辺
の

民
族
に
歌
い
手
が
多
く
い
ま
す
。

モ
リ
ン
ホ
ー
ル
（馬
頭
琴
）

モ
ン
ゴ
ル
民
族
を
代
表
す
る
最
も
有
名
な

民
族
楽
器
で
、
棹さ

お
の
先
に
馬
の
頭
が
彫
刻
し
て

あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
モ
リ
ン
・

ホ
ー
ル（
馬
の
楽
器
）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

弓
で
弦
を
こ
す
っ
て
音
を
出
す
擦さ

つ
げ
ん弦

楽
器

で
、
元
々
は
馬
の
し
っ
ぽ
の
毛
や
皮
を
使
っ

て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
起
源
は
古

く
、
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど
の
原
点
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
説
も

あ
る
ほ
ど
で
す
。

　

昨
年
１
月
８
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
機
運
醸
成
事
業
と
し

て
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
「
モ
ン
ゴ
ル
と

日
本
の
架
け
橋
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

問 市長公室　
☎ ０５５（９４８）１４３１

伊
豆
の
国
市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
参
加
す
る
モ
ン
ゴ
ル
国
柔
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
１
月
号
に
続
き
、
国
際
交
流
員
の
ジ
ャ
ル
ガ
ル
が
、
モ
ン
ゴ

ル
の
食
文
化
や
伝
統
音
楽
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【後編】

「「食食
文
化
文
化

」」

　

遊
牧
民
の
食
事
は
、
基
本
的
に
家
畜
か
ら

　

遊
牧
民
の
食
事
は
、
基
本
的
に
家
畜
か
ら

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
食
は
肉
と
乳
製

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
食
は
肉
と
乳
製

品
で
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
生
乳
が
豊

品
で
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
生
乳
が
豊

富
な
時
期
は
乳
製
品
、
晩
秋
か
ら
春
に
か
け

富
な
時
期
は
乳
製
品
、
晩
秋
か
ら
春
に
か
け

て
の
生
乳
が
期
待
で
き
な
い
時
期
は
、
肉
類

て
の
生
乳
が
期
待
で
き
な
い
時
期
は
、
肉
類

が
食
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に

が
食
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に

小
麦
粉
料
理
が
加
わ
り
ま
す
。

小
麦
粉
料
理
が
加
わ
り
ま
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
食
文
化
は
、
近
年
少
し
ず
つ

　

モ
ン
ゴ
ル
の
食
文
化
は
、
近
年
少
し
ず
つ

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
消
費
さ
れ
る
小
麦
は
、
自
国
で
栽

　

国
内
で
消
費
さ
れ
る
小
麦
は
、
自
国
で
栽

培
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
麦
粉
を
使
っ
た
料

培
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
麦
粉
を
使
っ
た
料

理
は
、
現
在
で
は
ご
く
当
た
り
前
に
な
っ
て

理
は
、
現
在
で
は
ご
く
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。
小
麦
粉
料
理
と
し
て
は
ボ
ー
ズ

い
ま
す
。
小
麦
粉
料
理
と
し
て
は
ボ
ー
ズ

（
蒸
し
餃
子
）の
ほ
か
ホ
ー
シ
ョ
ー
ル（
揚

（
蒸
し
餃
子
）の
ほ
か
ホ
ー
シ
ョ
ー
ル（
揚

げ
餃
子
）、
バ
ン
シ（
水
餃
子
）、ゴ
リ
ル
テ

げ
餃
子
）、
バ
ン
シ（
水
餃
子
）、ゴ
リ
ル
テ

イ
シ
ュ
ル（
う
ど
ん
）、
ツ
イ
ワ
ン（
焼
き
う

イ
シ
ュ
ル（
う
ど
ん
）、
ツ
イ
ワ
ン（
焼
き
う

ど
ん
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。
味
付
け
は
、
ほ

ど
ん
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。
味
付
け
は
、
ほ

と
ん
ど
が
塩
の
み
で
、
素
材
そ
の
も
の
を
お

と
ん
ど
が
塩
の
み
で
、
素
材
そ
の
も
の
を
お

い
し
く
味
わ
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

い
し
く
味
わ
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

徴
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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集
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特
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　チャイナドレスのルーツといわ
れているデールは、絹やナイロン
製で、丈の長い立襟の上着です。
裏地は、夏用には薄い布、冬用に
は子羊の毛皮が付いています。
　地域・年齢・性別・未既婚などに
より細かい違いがあるため、400
種類以上のデールがあるとされて
います。　

①ボーズ　　　　　①ボーズ　　　　　
②ホーショール②ホーショール
③ゴリルテイシュル  ③ゴリルテイシュル  

　④ツイワン　ツイワン　⑤スーティツァイ（乳茶）　 　　　
　⑥チャナサン マハ（ラム肉の煮込）

６～８月にかけて気温が
上がり、30 度近くとなり、
暑い日が続きます。

４月頃はまだ雪が降り、
５月頃ようやく暖かく
なってきます。 

氷点下 20 度前後が冬の
平均気温ですが、氷点下
40 度まで下がることも。

９月頃から寒くなり始め、
時には吹雪くこともあり
ます。 

QRコード

モンゴルで稽古を頑張っています！


